
 

 

様式第３号（第６条関係）別紙 

議員特別研修実施報告書 
 

報告議員名 柴田 忍 報告日 令和７年９月１９日 

調査研究・研修等 

名    称 
第20回全国市議会議長会研究フォーラムin札幌 

実 施 日 令和７年８月２６日～２８日 

会    場 札幌文化芸術劇場 hitaru 

調査研究・研修等の 

概   要 

【１日目 ８月２７日（水）】 13：00～16：50 
■開会式    
開会あいさつ 丸子 善弘 全国市議会議長会会長  

■基調講演 
「主権を預かる誇りと責任」 伊吹 文明（元衆議院議長） 

■パネルディスカッション 
「多様な人材の参画促進の観点から地方議会議員のなり手不足問題を
考える」 
 コーディネーター：辻 陽  （近畿大学法学部教授） 
 パネリスト：槙原 出（東京大学教授） 

白石 洋一（読売新聞東京本社政治部次長） 
       山下 節子 （山口県宇部市議会議長） 
              長内 直也 （札幌市議会議長） 
 パート１ 地方議員のなり手不足問題 
 パート２ なり手不足問題に関する３つの論点 
  ・議員の多様性や住民代表制の確保：若者や女性、会社員 

などが立候補しやすい環境の整備 
・議員報酬・議員報酬のあり方 
・令和５年地方自治法改正（地方議会の役割及び議員の職 
務等の明確化） 

パート３ なり手不足問題の解決に向けた提言 
【２日目 ８月２８日（木）】 9：00～11：00 
■課題討議  「議員のなり手不足問題の取組報告」 
 コーディネーター： 牧瀬 稔（関東学院大学法学部教授） 
 事例報告者   ：今井 康善（岡谷市議会議長） 

平神 順子（さつま市議会議員） 
中野 進（白山市議会議長） 

論点 ①地方議会議員のなり手不足問題への具体的な取組内容 
   ②地方議会議員のなり手不足問題への取組の成果と課題 
   ③地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けた地方議会への

提言 
  【なり手不足問題の解決に向けた地方議会への提言】 

・学校との連携による主権者教育 
・市民説明会で報酬・定数の議論を 
・エビデンス（根拠・裏付け）に基づく議会からの政策提言 

閉会  



 

調査研究・研修等の 

成果と感想 

地方議員のなり手不足の問題には、様々な原因があると思わ

れるが、その一つは、収入面の問題だと思われる。 

現在の職で得られる定年までの総報酬と、職を辞して議員に

なって得られる報酬額を比較すると、議員報酬の方が追い付か

ないのが現状である。 

また、議員になろうとするときの周囲の理解や協力を得るこ

とも必要であると思う。育児や介護などとの兼ね合い等、家庭

内での理解あるいは職場の理解など、議員になろうとする意志

を表明しやすい環境が必要と思われる。 

※調査研究・研修等の成果を証する書類の写しを添付してください。 


